
札幌国際大学短期大学部

①連携している地元産
業界等の組織名称

札幌市清田区

②授業等を実施する
学部・学科

幼児教育保育学科、総合生活キャリア学科

③授業等を開講する
目的

学生が地域資源や魅力を再発見し､それを活用した地域活性化を図ることを目的とする。

④授業等の具体的な
内容

　幼児教育保育学科｢保育プロジェクト演習｣並びに総合生活キャリア学科｢課題解決演習Ⅰ｣及び｢課題
解決演習Ⅱ｣において、担当教員の指導の下、学生が主体的に発案し、清田区と協力し、アフターコロ
ナの新しい生活様式下においても実施可能な今年度の具体的な事業を引き続き企画、実施する。
①｢きよたSTAY HOMEプロジェクト｣の応援及び｢清田スイーツ応援団｣の活動
　数件の店舗を訪問、清田スイーツを盛り上げていくためのアイディアの出し合いをボランティアの授業
として実施し、また、SNSキャンペーンとして、2021年10月1日～11月30日（スイーツ編）、2021年12月1日
～2022年2月28日（グルメ編）を実施した。
②｢クリスマスコンサート｣時の｢ワークショップ｣企画・運営
　2021年12月18日　ハンドベルクワイアによるコンサートを実施した。
③清田産の野菜を活用したレシピの考案と実践
　総合生活キャリア学科の夏期休業中の集中講義で、清田産の野菜を活用したレシピの考案と実践を
行い、また、ボランティアの授業内で、上保木青果の訪問取材を実施した。
　これらの活動を通じて地域資源や魅力の再発見を行い､それを活用した地域活性化を考える。

令和３年度地元産業界等と連携した実践的PBLを含む授業科目等の開講

札幌国際大学

①連携している地元産
業界等の組織名称

北海道瀬棚郡今金町

②授業等を実施する
学部・学科

スポーツ人間学部スポーツビジネス学科、スポーツ指導学科､観光学部観光ビジネス学科

③授業等を開講する
目的

　本学では、中期目標の達成に向けて中期計画に即した取組を行っている。中でも、カリキュラムの改
定及びリーダー育成は、重要な課題の一つである。令和４(2022)年度スタートの新カリキュラムは、従前
のカリキュラムの特徴である理論と実践の往還サイクルをより発展させ、実際の地域フィールドにおいて
リーダーとしてのスキルの伸長を図るアクティブラーニングによる実践的な科目を配置することとした。
　一方、本学と地域連携協定を平成24(2012)年度に締結した今金町は､農業が盛んで日本一の｢今金男
爵｣など多くの農産物をはじめ、美しい自然環境､歴史的史跡も数多く残されており、地域資源に恵まれ
た自治体である｡しかし､少子高齢化や人口減少をはじめ、地域資源の有効活用など、地域課題が山積
している状況にある｡
　そこで、地域連携協定のもと、本学と多彩な連携事業を展開してきた実績のある今金町をフィールドと
して、地域課題の解決のために、情報収集､課題設定､企画立案､実施､評価のPDCAの一連の過程を通
して､地域課題の解決及び資源の活用や魅力を発信する方策を学生が提案する。こうした活動を通し
て、地域課題の解決に焦点を当てたリーダー育成モデルプログラムを検討するとともに、新カリキュラム
展開にあたっての資料等を得ることを目的とする。

④授業等の具体的な
内容

今金町の山積する地域課題の中でも、学科の学びを活かした実践的PBLとするために、健康・運動を
キーワードとする。
　学生が主体となって町民対象の健康運動プログラムを企画・実施するため、以下の手順で取り組みを
進めた。
(1)町民の健康・運動に関する意識やニーズを把握する。
　　今金町でのフィールドワークで、 現地調査及び町職員等からのヒアリングにより情報収集を行った。
(2)健康運動事業プログラムを企画・実施する。
　　①｢ノルディックウォーキング｣の解説動画の作成
　ノルディックウォーキングは専用のポールを使用し、年齢・性別・身体能力に関わらず、誰もが無理なく
　楽しめるスポーツである。
　　H27,H28連携事業で作成した「フットパスコース」を活用し、今金町の田園風景等を楽しみながらノル
　ディックウォーキングをすることで、より安全に運動効果が期待できる。
　　学生がこれまでの指導実践経験や参考文献等の資料を元にアイディアを出し合い､ノルディックォー
　キングの基本を解説する｢ノルディックウォーキング解説動画｣の作成に取り組んだ｡
　　②「IMAKANE ～スマイルダンス～解説動画」の作成
　　今金町から、昨年度高齢者の健康増進をテーマに作成した「I・MA・KA・NE～スマイルダンス～」を、
　さらに幼児から高齢者に向けて広く健康増進のために活用したいという依頼を受け、振付を分かり易
　く解説する「IMAKANE ～スマイルダンス～解説動画」や振付の解説書の作成に取り組んだ。学生が
　｢立って踊るバージョン」と高齢者のための「座って踊るバージョン」を踊り、幅広い世代の人が楽しん
　で健康増進できる動画を目標に作成した。
(3)完成したDVDは、今金町における高齢者への健康増進の取り組みに活用して頂くため、今金町へ寄
　贈を行った。
(4)以上の取り組みについて、分析等を踏まえ、評価と改善を行う。
　また、観光学部の学生は、地域資源の有効活用という今金町の課題について、｢インターンシップ｣を
通じて、昨年今金町にできたグランピング施設等の観光資源の活用方法等の考案に取り組んだ。


